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可鍛鋳鉄は周知の通りわが戸畑工場が1910年創業製

造を開始したのがわが国における最初であり,爾来日立

製作所(昭和31年10月以降日立金属工業株式会社とな

る)が圧倒的に全国第1位を占めてきたが,昭和31年

度においても自動車工業を始め関 工業の活況にともな

い,需要激増し生産また柄況を呈した｡31年度も戸畑,

深川,桑名3工場の生産は可鍛鋳鉄の全国生産量の3分

の1以上に当り,第1位であった｡なお自動車の軽量化

のため自動車用可鍛鋳鉄部品の1部が軽合金鋳物に転換

される趨勢にかんがみ,かねてより深川工場でほこれが

試作研究を行っていたが,31年度にいたってこの生産は

いよいよ軌道に乗ってきた｡可鍛鋳鉄製管継手の生産は

ますます好調で30年度の創業以来の最高記録を破って

31年度はまた新記録を示し,生産においても輸出におい

ても全国の過半を占め,生産は毎月1,000tを ゆるの

盛況である｡また8印ドレネージ継手も8印バルブもま

すます好評で,需要に応じきれないほどである｡

若松工場は優秀な各種鋳鉄ロールを生産し,ロール専

門工場としてつとにわが国第1位の工場であるが,また

大型鋳物,超耐酸耐熱鋳物なども得意な製品とし,この

力もまた沼沢を=呈した｡日立製作所の銑鉄鋳物ほ外販

門の若松工場のほかに,外販用と自家用とを生産する清

水,亀有の両工場があり,また自家用のみを生産する日

立,多賀,亀戸,栃木,笠戸工場などがある｡これら全都

を合計すれば日立製作所の銑鉄鋳物は全国でも屈指の生

産高に達する｡ダクタイル鋳鉄ほ亀有,戸畑,若松,清

水の4工場で生産しているが,これまた幸にいよいよ好

評で生産増加がいちじるしく全国第2位の生産量を示す

に至った｡

鋳鋼も1921年電気炉による 作開始以来,わが国にお

ける最先進最優秀品として認められてきているが,現在

外販晶は戸畑,水戸両工場で製造している｡ともに注文

に応じきれないほどの繁忙さを示している｡この両工場

に日立,亀有,笠戸工場の自家用鋳鋼品をあわせれば,

これまた全 で1～2位を争うほどの生産量に達する｡

鍛銅品も従前に引続きいよいよ錬磨熟

生産され好評を博した｡

した技術により

安来特殊鋼ほかの強靭な切味と高雅な姿様をもって世

界無比を誇った日本刀の原料であった和銅の伝統を承け

て砂鉄系原鉄をもつとも近代的科学的生産方法の中に生

かしてつかい,その品質優秀なることほ世界最高水準に

達するものとして,つとに内外から広く認められてきた

ものである｡特に工具鍋は質はもちろんのこと,生産量

においてもわが国第1位を占めている｡31年度も引続き

激増する需要に対応して構造用鋼,特殊用途銅について

も生産の増強を図った｡生産量は毎月千数百tに達し,

戦後最高の実績を示すに至っている｡また安来工場には

完備した設備と豊富な技術陣を擁する冶金研究所があつ

て,原料鉄の品質に関する基礎的研究をはじめとし,新

鋼種新製品の研究に努めて日進月歩の業界に対処してい

るが,昭和31年においては別記の通り新

て好評をえた｡

品を創出し

黒心可毒殴鋳鉄製品

自動車および三輪車部品

最近の自動車業界ほ戦後最高の活況を=呈しているが,

これは各社とも生産設備の拡充により自動車の量産によ

っていちじるしく原価を低下することができたととも

に,小型,普通および大型車とも需要が増大の一途をた

どったためである｡これら自動車業界の繁忙につれて草

体組立に重要な役割を果している黒心可鍛鋳鉄製品の需

要もまた飛躍的に増大し,日立製作所ではその 要むこ対

応して多年の経験と豊富なる技術自信とをもって目地と

もに許す優秀品の生産にはげんでいる｡特に最近の傾向

としてほ自動車用可鍛鋳鉄

第1図

品は大型にして強力化への

中型自動車用男心可鍛鋳鉄製部品

第2図 大型自動車用男心可鍛鋳鉄製部品
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第3図 ′卜型機械化鋳造設備の造型装置

第4図 小型機槻化鋳造設備の注湯状況

第5図 小型機械化鋳造設備の砂処理装置

傾向がいちじるしく目立ってきている｡これには将来自

動車エンジンの馬力を上げたときも事体が強度に耐ええ

られるように剛性の増加を図り,しかも肉惇を増さず衝

撃に耐えうる靭性と強度とを有する複雑な形状の魚心可

鍛鋳鉄製品 せられた｡たとえばギヤーキャリヤ,

デフケース,アクスルハウジングなど各部の部品を 作

から量産へ迅速に切換えた結果自動車のモデルチェンジ

および新車の発表を円滑に完遂することができたのであ

る｡この傾向は今後さらにいちじるしくなり高級技術が

される多品瞳短納期多量生産時代に入るものと考え

られる｡

なお上記趨勢にかんがみ深川工場においては去る昭和

29年に鋳造の機械化流れ作業設備が完成したが,戸畑工

場においても31年度にほ第二SPO大型および第一小型

機械化設備が増設され,さらに第一SPO大型機械化鋳

造設備の改造が完成して増産に貢献した｡これらの新設

改造の設備の稼動状況を弟3～5図に示す｡

自動車用アルミ合金鋳物部品

従来自動車部品iこ使用せられていた鋳鉄は漸次軽量化

第6図 ア ル

第7図 アル 軽合金熱処理炉
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を目的として軽合金使用へと移行せられつつある｡これ

はいうまでもなく自動串事体自身の重量を軽くしスピー

ドを増し燃料の消費量を少くするためであるが,これほ

諸外国にその例を見ることができる｡わが国の自動車も

戦後外 輸入とともに急激にこれらの点iこ注目し,漸

次車体の改良, てきた｡拍に軽合

金鋳物ほ普通鉄の3分の1の重量であり鋳放精度も良好

なため加工工数も少くなり軽量のため取扱いが簡便でそ

の機械的性質および強度も材質の選定と熱処僅とiこよつ

て十分なる強さを発揮しうる｡日立製作所深川工場にお

いてほ,鋳鉄からアルミ合金鋳物に転換した日確自動

向け部品を生産するために,熔解炉,熱処理炉を新設して

トランスミッションケース,カバーなどの生産をほじめ

るに至った｡第d図ほアルミ軽合金 をホL第7

図ほこれら部品を熱処理する軽合金熱処理炉である｡

8印チェーンの新製品

日立製作所は 搬m機械部品として8印チェーン,ス

プロケットホイール,バケツ しており,古くよ

内はもちろん,海外にまで名声を博しているが,31

年度においてほ下記新 品を世に送りだした｡

(1)日立フローコンベヤチエン

フローコンベヤほ弟8,9図に示すごとく運搬物の中

に肋骨塾の羽根を有するチエソが埋れ,直接運搬物を

押し進めるのでなく,運搬物相互の内部 擦によりケ

ーシソグの中を→本の柱のようになって連続的に

し,従来のコンベヤとはまったくその塾

搬

を異にしてい

る｡

フローコンベヤに使用されているチエンは弟10,11

図に示すごとくT塑とU型に大別することができる｡

チエンはおもに水平および10度以下の傾斜に,U

型チエンは垂直およぴ10度以上に傾斜 搬に用いられ

る｡

フローチエンとくにU塾チエンの羽根および羽根の断

面形状ほ, 搬物によりコンベヤの運搬効率を左右する

ので,その特質iこ応じもつとも適当な形にせねばならな

い｡

日立フローアンべヤチエンの主体はマレブル鋳造品で

あるので,もつとも合理的なチエンの形状にすることが

できるとともに,とくに耐熱あるいは耐蝕性を要求する

物質の運搬に適している｡

(2)新型コンベヤチエン

炭砿にお明る企 の合理化の一環として切羽の延長に

よる採択能率の向上と,チエンの使用期間の延長による

経責の節減が強く要望されているが,従来の30tタイプ

のチエソでは十分にその要求を溝すことができない｡よ

って弟】2図に示す最低保証荷重35tのHS435型コン

ベヤチエソを試作し,すでに各方面に納入して好評を博

第8図 L 型 フ ロ ー コ ソ べ ヤ
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第9図 フ ロ
ー コ ン ペ ヤ

第10図 丁型チエソ 第11図 U型チェソ
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第12岡 HS435 コソべヤチェソ

第13図 キャタピラグラインダヒードチエソ

しているが,さらに今回これに各撞の改良を施した新型

コンベヤチエンを完成した｡

改良の要点ほ,可焼ジョイントの構造を合理白勺にして,

プレートリンクチエンの機能を-l-･分発揮させたことであ

る｡

(3)キ17タピラグラインダヒードチエン

枠木パルプを作るにほポット枠木機など各種の機械が

使用されているが,その中でも処和能力が大きくかつ消

費動力の少い能率的な方法として弟13図に示すごとき

紀式キャタピラグラインダヒードチエンが多く佐川さ

れている｡

このチエンは上面の凸 部で木材を下方に強く押しつ

け,グラインダにより細い繊維状に枠木する｡抑しつけ

る速度は非常におそく,その間に木材ほ蒸気で蒸され枠

木しやすくなるので,チエソの各部は耐熱,耐蝕および

耐磨耗性のとくにすぐれたものでなければならない.〔こ

れら町特使を満足する

入したが,現在好

晶を北越製紙新潟工場などに納

裡に運転している｡

8印可鍛鋳鉄製管継手

8印可鍛鋳鉄製管継手ほ,日立製作所が四十余年にわ

たる 鹸の上に最新の技術をもって製造されており,品

質に対する名声ほ広く海外におよび,米国そのほか二十

169

第14図 各種凸印可鍛鋳鉄製管継手

数箇国に輸出されている｡

近年にいたり激増する需要にこたえ,設備の機械化に

よる能率の増進と,品質管理をほじめとする科学的管理

の全面的なリミ施により, 秀な品質を誇る8印管継手

の量産方式を完成し,その生産は月産1,000tを える

ようになり,そのうち輸出も500tに及んでいる｡

凸印管継手の製造においては,｢強いこと｣｢漏らぬこ

と｣｢正しいこと｣がモットーとして作られており,材料

の拭張ノ｣ほ約36kg/皿m2,伸び12%でJISの指定し

ている28kg/mIn2,5%をほるかに越えている｡このた

め10kg/cm2の耐圧強度にほ十分の余裕をもっている｡

漏れについてほ故終__に程の後に全品について圧折壁気に

よる厳市な検査が行われ,漏れiこよる市政を皆無にして

いる｡

また止しいことについて述べれば,金班射こよる造型ほ

正確な形状の鋳物を供給し,さらにネジ凱ま独得の専門

機と厳選された切削工共によって,ニロもの三】1ものに

ついても同時加工が行われるため,ネジl｣_=玖軸鋭角度,

テーパーなどすべてJIS規格どおり正確なものとなつ

ている｡

以上は8印管継手の二大特長であるが,このほか 肌

の平滑に加え防潮目的の州脂が塗装してあるので外観優

芙であること,令品穐にわたって豊富にストソクしてい

るから即納ができることなども誇りうるものである｡

なお要求によってほJIS以外の種類寸法のものも製作

し,唖鉛熔 法によるメッキも施される｡

管継手のほか,夷輪製よりも強靭で 価なa印可鍛

鉄製グリースカップも大小10柾あまり製作されている｡

以上8印管継手の優秀性について述べたが,昭和26年

第一次JIS表示計可工場に指定され,また30年11月に

品質管理のデミング賞実施質を受賞し,昭和31年10月

にほJIS 施優良工場として工 技術院長賞を授与され

たことは,8印管継手の真価を示すものである｡

8印可鍛鋳鉄製ドレネージ継手

ドレネージ継手は高層アパート,デパート 病院など
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の便所,浴場,厨房の排水設備の管列iこ使用せられてい

るネジ付排水管接手である｡最近住宅公団の建設する高

層パートアはすべてこのドレネージ継手が必要であって

その使用量もいちじるしく増大し月平均約50tの 要

を必要とするに至り,そのほか一般のビル,アパート

デパートなどに使用されるドレネージ継手をあわせ考え

るとその需要はますます増大してくることほあきらかで

ある｡特に従来鋳鉄製品を多く使用していたドレネージ

継手が8印可鍛鋳鉄製品に移行してきたことは _邑
【コ

旦I ロロ

質,強度などいずれの点からも男心可鍛鋳鉄製品そのも

のの特性が鋳鉄製品よりも遥かにすぐれていることを期

界が認めてきた結果である｡

使用せられる形状は一般に｢エルポ｣をはじめとして

十数品種に大別せられ,これらがまたネジ郡寸法1坑～

6吋の寸法に分放されさらにそれぞれの用途によって同

径またほ異径となり,その程類は200種の多きに達して

いる｡ゆえにいかなる寸法いかなる管列に対しても8印

可鍛鋳鉄製ドレネージ継手は酉己管工事を確実容易にかつ

迅速に達成することができる｡日立製作所は,ドレネー

ジ継手が可鍛鋳鉄製晶として相応しい形状寸法および加

工方法を目下研究計画中であり,これが完成とともに豊

富な優秀ドレネージ継手が市販の需要に即応できること

になるであろう｡

8印ドレネージ継手は黒心可鍛鋳鉄製品であるがた
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第15図 可鍛鋳鉄と鋳鉄の耐蝕性比較

第16図 8印可鍛鋳鉄製ドレネージ継手の各建

評
三人

1.･;l 第39巻 第1号

め従来の鋳鉄品をこ比較して肉厚を減じ重量軽減せられて

も強度が高い,したがって高層工事場の 搬,取付工事

が容易になり,また鋳鉄品のごとく輸送中に割れる心配

がない｡また配管工事に大切なネジ形状はネジ加工上可

鍛鋳鉄の方が しく正しいネジ加工ができる｡耐蝕性に

ついてほ可鍛鋳鉄と鋳鉄を実際の便所,汚水に入れて実

験した結果,弟15図のごとくあきらかにすぐれているこ

とが実証せられた｡これがため8印ドレネージ継手は継

手としてもつとも大切な必要条件である｢強く,正しく,

漏らない-†ことの条件を完備し,肌は しく耐久性もす

ぐれ排水管工事にもつとも適したものであることが一般

に認められてきた｡また一般水道ガス配管に用いる継手

との相違点ほ,ドレネージ継手の内径は配管,管径と同

一寸法としネジ郡の奥に蒲郡(リセス)があることで,管

内を流れる汚水その他はなんら抵抗を受けずに管末に向

って容易に流出できるようをこ設計されている｡弟lる図

は8印可鍛鋳鉄製ドレネージ継手の各種製品を示す｡

8印/りレプ(青銅製)

日立製作所が世界に誇る8印可鍛鋳鉄製管継手に呼応

して製作している8印バルブは,斯界に多大の反響を呼

んでいる｡

又配管 備は多数のバルブが使用されているので,

いかに立派なパイプや継手を使い配管を完壁にしても,

バルブの性能がこれらにマッチせねば完全なものとはい

えない｡したがって使用するバルブの性能の良否を吟味

することが必要である｡8印バルブは継手と同様に各製

作工程において,品質管理が実施されており性能は保障

されている｡この性能を世に問う主眼は,｢強いこと｣｢漏

らぬこと_E｢正しいこと｣の三条件であり,日立技術陣

の誇りとするところである｡

製作品種は,JISに基づく玉形弁,仕切弁そのほか

で,5kg/cm2,10kg/cm2用ともに各サイズにわたって

製作されている｡そしてもつとも実用的なバルブとして

性能向上に努力研究を続け,顕著な成果をあげつつある,

第17図 8 印 青 銅 第18図 8 印 青 銅

10kg/cm2ネジ込玉形弁 10kg/Cm2ネジ込仕切弁
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高力可鍛鋳鉄製品

高力可鍛鋳鉄 品は魚心可鍛鋳鉄品に比べて抗張力が

高く･耐磨耗性がすぐれているので日動串,三輪車など

の事柄部品や一般機械部品として広く用いられている｡

特に最近の車輌部品の軽量化,強力化の畔進に欠くべ

からざる材質として,漸次その適用範囲を拡大しつつあ

る弟け図に示すハブ,デフケース,各種ホーク

か例である｡

がこ

高力可鍛鈴蘭品の機械的性質ほ弟l表に示すごとく,

その使用目的に応ずる広範囲な材質が

可鍛鋳鉄

作できる｡ r可

品(高力45)の最近の200熔解の機械的性質

の分布を弟20図に示す｡これよりあきらかなごとく,

高力45の平均値は抗張力52kg/mm2,伸び8%で安定

した性能を示している｡

第1衰 高力可鍛鋳鉄の機械的性質

堅

第19図 高力可鍛鋳鉄製品

4㌢
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第20図 高力可鍛鋳鉄(高カー45)の機械的性質
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ダクタイル鋳鉄製品

ダクタイル鋳鉄(以下DCIという)ほ,強靭な機械

的性質･すぐれた耐磨耗性,耐熱性と良好な鋳造性を兼

ね有する新鋳造材料として逐次適用分野が拡大しつつあ

り,材質的にも程々新らしいものが研究完成され,製造

法についても塩 性熱風キュポラによる方法が碇立され

た｡

ここに31年度におけるDCI研究成果の一部と最近の

製品例の若干を紹介する｡

DCIの機械的性質:DCIは鞄鉄の種類を変えること

によっていろいろな機械的性質のものを造りうるのであ

って･最近鋳造した各種DCIの一例を策2表に示した｡

抗張力では100kg/mm2以上のものを,伸びでは20%

以上のものを,また硬度では粘>500のものを造るこ

とが可能であり,きわめて広範囲の用

できる｡

その他の主な性質

に応ずることが

地鉄をフェライト化したDCIほ約20%の

伸びを有し強靭な材料ではあるが,なお衝撃に対する強

さは鋳鋼に比べてかなり劣っており,これがDCIの適

用を妨げる原因の一つになっているので,化学成分(C,

Si,P･Mn)および黒鉛の形状,大小,分布状況などが

値に及ぼす影響をくわしく調査した｡その結果衝撃

値に関する各成分の影響を数量的に確認できた｡たとえ

ば衝撃値をCおよびSiの函数と考えた場合,次のよう

な推定が成立することがわかった｡

フェライト型DCIの衝撃値タは,

タ=9･72-1･802(C-3･25ト1.035(Sト2.5)

-3･64((Sト2.5)2-0.5)

これらの結果を現場操

ところ,

に採入れて成分管理を行った

2倍に向上させることができた｡舞

3表ほ成分管理前後各100チャージの現場熔動こついて

その衝撃値を比較したものである｡

耐磨耗性‥ パーライト型のDCIほ黒釘を含有するこ

ととパ~ライトが緻循であることのために耐磨耗性がき

わめて優秀であり,マンネスマン穿孔機のストッペソ,

フエールングおよびフエールングローラ用材料としては

きわめてすぐれた材料であるとの折紙をつけられた｡ま

た舶用ピストンリングの材料としても引続き大量の受注

を受けており,耐 耗性の点のみならず折損対 として

も非常にすぐれていることが明瞭になった｡おなDCI

の耐磨耗恍ほ熱処王酎こよって地鉄の組織をベイナイトあ

るいはソルバイトにすることによっていつそう改善され

るものである｡

耐熱性:DCIがすぐれた耐熱性を有することほすで

に広く認められており･グレートバー,ロストル,ダイ

ーー161-_
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第3表 成分管理によるダクタイル

鋳鉄衝撃値の向上

昭30年4月
8月
100チャー

ジ(管理前)

昭30年9月

～12月
100チャー

ジ(管理後)

5.37

12.03

F=1.97>1.59

=F冨冨(0.01)

1%の危険率で

有意差有り

､と分成学
レし

イの料試験試熱
値

耐
験

試

表械4機第

化 学 分

し__j ､

■

J J ∂ ♂ 〟 //

鋤膵

･-→一 養え泡L征伐射計数

■

〝 伊 /7

､

第21回 線返し加熱によるダクタイ ル鋳鉄の生長

ス,ガラスモールドなど各種耐熱部品に使用されている

が,DCIの耐熱性に及ぼすNiおよびSiの影 を系統

的町調査した結果,適当な成分を選べばDCIの耐熱性

はさらに飛躍的に向上することがあきらかになった｡

l､

抗 張 力 び申 硬 度

弟21図は弟4表のようにSi含有量を

変化させたDCIの耐熱性を比較した

ものである｡Si5%を含有するDCI

は65kg/mm2 の抗張力を有し普通

DCIの3倍に近い耐熱性のものにな

ることがわかる｡またNiを20%含有

せしめたオーステナイトDCIも1,000

0Cにおいて普通DCIの3倍以上の耐

熱性せ持つことがあきらかになった｡

耐蝕性:DCIは硝酸を除く塩酸,

硫酸,塩化アンモソなどに対し普通

鋳鉄に比べかなりすぐれた耐蝕性を

有することは知られているが,さらに

DCIのSi% あるいはNi% を適当

に調節することによってなお耐蝕性の

良好なものを造りうることがあきらか

になった｡たとえば弟22図に示すよ

うに5%硫酸(400C)の緩流動腐蝕に対し5%のSiを

含むDCIは普通DCIの約3倍の耐蝕性を示す｡また

20%のNiを含むDCIはほとんど腐蝕を受けないほど

強い耐酸性を示すことがわかる｡
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第22図 5%H2SO4(400C)による腐蝕試験

DCI熔着部
↓

↑

DCI母材 DCI母材

第23図 ダクタイル鋳鉄熔接棒による熔接

数字はピッカーズ硬度(ミクロピッ

カーズで測定)を示す｡

第24図 ダクタイル鋳鉄熔接棒による熔接

第25図 巻上機用ドラム

第26図1,000mm斜流ポンプランナ

第27図 自 転 車 郡

第5去 ダクタイル鋳鉄日立材質規格

28以上 15以上
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第28図 カーバイドポット

第3D図 ダ ソ ′ヽ

第32図 ピストンリング

熔接性‥ DCIの熔接補修にはこれまでNi棒,軟鋼

棒,鋳鉄棒などが使用されてきたが,

材と異るため,強度を必要とする部分の

按部の組織が母

按補修は諦め

ねばならぬ状態であった｡伺=材と同一組織の熔着郡がで

きるように.DCI熔接棒を使用し,熔接棒の成分,フラ

第29図 吊

第39巻 第1号

第31図 炉 蓋

第33図 回転式乾燥炉用ローラ

ックスの成分,熔接方法などを程々変化せしめて実験を

行った結果第23図に示すように完全な球状黒鉛を有す

る熔着郡をうることができた｡舞24図の硬度分布が示

すように切削も容易でかつ母材とほとんど

と靭性を持っている｡

らない強度
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DClの用途

31年度には非磁性鋳造材料として高Mn型オーステ

ナイ†DCIによるブレーキドラムの実用化に成功した

ほか,耐蝕型,耐熱型DCIとして高Siあるいほ高Ni

の特殊DCIの用途が次第に拡がりつつある｡耐磨耗部

品としてはギヤー,ブレーキドラム,バッカスクリュ

ー,インベラー,リブなどのほか舶用ピストンリングの

需要が急増し,耐熱部品としてはインゴットケース,ロ

ストル,ガラスモールド,穿孔機スlッペン,フエール

ソグ,煉瓦日金具,耐 煉瓦,均熱炉サンドシール,シ

ネマカーボン焼成容器などの

も良好な成績を納めている｡

弟25′-､-33図ほ最近

のである｡

要が急増しておりいずれ

造した製品の→部を例示したも

なお第5表に[1立製作所におけるDCIの材質規格を

示した｡

耐

超耐熱鋳鉄製品

鋳物として必要な条件は,高温度i･こおいて酸化減

耗が少なく,加 冷却を振返す場合に成長がいちじるし

くなく,高乱射こおける機械的性質すなわち引張弧さ,硬

さなどがすぐれているなどのほかi･■こ,鋳物とし 吐｣㌧
.

がよいことなどであるが,これらの要求を満足させる

物として日立超耐熱鋳鉄製品は,T.H.W.の名称で炉金物

特に 灰ポット,燃解鍋,ダンパー,火格子,煉瓦受金

物などに用いられている｡特に亜硫酸ガス雰囲気中での

耐熱性,耐磨耗恍が優秀であるから,硫化鉱の焙焼炉用

ラップルチーズにほ広く応J7~はれている｡第34,35図

はそのラップルチーズの-一例を示す｡

またこの鋳物はl耐磨托鉢鉄としても各位インぺラー,

ブレード,ノズルなどにも利用されている｡

このほか耐熱 鉄製晶はT.H.G.の名称で焙焼炉部品

や,ラップルアーム,ルートリング,ルー1､アームなど

の各穐炉ノー日金物に対して広範閃な用途を有している｡

大 型 鋳 鉄 製 品

30年初めの造船界の活況をほじめとして鉄鋼界の清

況そのほか薙 全般の好況に影響され,31年度は 鉄鋳

物界にとってまったくの黄金時代となった｡しかし一面

銑鉄の人丁難屑鉄の値上りなど種々困難なる問題も多く

苦しい--･年でもあった｡

従来若松1二J捌こては佐々の利点を有する反射炉を有す

るため平射こ10t以上の大型鋳物を得意としている｡こ

れらは大型鋳物の要求ほ鉄鋼(大型鋼塊用鋳弘 各位大

型圧延機部品)造船(内燃機関およびタービン部品)製

紙(ヤンキードライヤ)発電機(タービン部品)大型工

作機など程々あるも鼓近は持に造船界の活況のためその

第34図 超 耐 熱 鋳 鉄 製

第35岡 超 耐 熱 鋳 鉄 製

第36図 ディーゼルエンジン用台板

第37図 ヘッドスト ック用木型

需要がきわめて多い｡主として内燃機関用台板(20～25

t)架構(7～10t)などが多く第36図は数多く作った

台板の一例であり単垂25tにおよぶ｡台板はその内部

の構造が複雑で形状が大きいため鋳造には特殊の技術を

要する｡すなわちかかる大型鋳物にできやすい掬われ鋳
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第38図 車輌用鋳鋼品(下揺枕)

第39図 車輌用鋳鋼品(側枠)

巣などを防ぐための鋳物砂の管理,湯口方案などには特

に意を用いて従来の 験を生かし品質をよくするために

は反射炉熔解を用い万全を期して優良品の製作を行いそ

の納期の正確さ品質の優良さ鋳肌の

て造船界の要望に応えている｡

にカほのそ は工作機用大

さなどと柏まつ

鋳物を製作した｡すなわち

大型旋盤用ベッド,コラム,へソドストックなどである｡

ベッドは長さ13mにおよぴ 55tである｡

かかる長いものにもつとも大切なことは,鋳物の曲りを

防ぐことである｡鋳造したベッドほ今までの経験を生か

し曲りを5mm程 に収めえて非常によかった｡弟37

図にはやはり鋳造Lたヘッドストソク(鋳物重量18t)

用の木型を示す｡これらは若松工場に据付けを終りロー

ル切削に大きい威力を発揮している｡

鋳 鋼 品

車輌の構造用鋳鋼品は軽量で十分に信頼できる強度と

靭性を有し,機械加工も良好な日立鋳鋼品が用いられて

いる｡弟38～40図はそれらの一例である｡

自動車,三輪車は最近大型化 軽量化の傾向にともな

い各種の構造用部品として

朋,42図はその例を示す｡

電動機の継鉄用の極軟鋳鋼

品ほそのすぐれた導磁率で好

評を博している｡弟43図は

その 品を示す｡

第44図 75,000kW 高圧

クーピソロータシャフト

用いられている｡第

第39巻 第1号

第40国 事輌用鋳鋼品(軸箱)

第41図 自動車用鋳鋼品(後箱)

第42図 三輪車用鋳鋼品(フレームヘッド)

第43図 極軟鋳鋼 鋸継
[m



鋼

時 間(占)

第45図 ダイキヤスト用型鋼の恒温変態図

鍛 鋼
口

n口

75,000kW高圧タービンは使用蒸気圧126atg,温度

5380Cで本邦における記録的なものであり,高圧タービ

ン′ロータシャフトはCr-Mo-Ⅴ鋼が用いられた｡この鋼

桂は前に報告したNトMo-Ⅴ鋼よりもさらに高温高圧に

耐えるシャフト材であり,

より内外均一な機械的･

あり,熟歪

性

処理はもちろん空気焼入に

られ,残留応力ほ極小で

鹸(HeatIndicatio'n Test)においても優

秀な成績を納めた｡

弟44図ほこのシャフトの荒別状態を示す｡

ダイキヤスト用型鋼としては 造される金属の材質に

より各鋼種のものが使用される｡ここではAl用塑鋼と

しての5%Cr-1%Mo-1%Ⅴ銅の性質についての概要

を述べる｡

策45図はこの鋼橙の恒温 態図を示すもので,同図

からわかるように焼入時オーステナイトがきわめて安定

で,焼入性は良好であり,Al変態を阻止すれば空冷で

も十分炊入効果がえられ,したがって焼入による変形が

はなはだ少いことが特長であり,精密な型彫を行った完

成型鋼を所要硬度に 入胱戻をすることが可能である｡

また本鋼櫨は使用中の湯流による Heat-Checking発生

に対する抵抗も大であり,ダイキヤスト用塾鋼として優

秀な成績がえられる｡

特 殊 鋼

耐衝撃工具Si-Cf-W鋼の試作

タガネ,スナップ,パンチ,ニューマテイック工具,

シャリングなど繰返し衝撃をうける耐衝撃用工具銅とし

てSトCr-W銅が多く川いられる｡安来工場では前に耐

衝撃工具Sトα-W鋼の諸性質におよ.ぼすSiの影響に

ついて研究を行った結果,最適の成分を決定し,50kg鋼

第6蓑 試 料 の 化 学 成 分
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第46図 試料の高温機械的性質

(1,0000c抽焼入,4000c焼戻)

作吹梨して耐衝撃工具としての諸性質をあきらか

にした｡

策d表に

起状況を

料の化学成分を示す｡まずこの鋼の変態生

ベると加熱変態は817～863ロCで開始終了し,

冷却変態の炉冷の場合は752～695ロCで開始終了する｡

空冷の場合は1670cで変態が生起する｡

次に焼入硬度を調べると,油冷の場合は焼入温度8500C

より急激に硬度は高くなり,焼入温度1,0000cで最高硬

度(Rc61.0)を示す｡空冷の場合は油冷の場合と同様の

憤向を示すが,油冷に比し硬度は低い｡以上より本鋼の

焼入温度ほ油冷の場合950へ｣.,000ウC,空冷の場合は975

～1,0250cが最適である｡次に 戻硬 度を調べたが,焼

入温度 950～1,0500Cの場合舵戻硬度は焼戻温度6000C

まで焼戻温 の上昇にしたがい硬度はやや緩慢に低下す

る｡しかして焼入温度の高いほど硬度低下ほ緩慢でかつ

えられる硬度も高い｡本鋼はその使用条件を勘案して用

途により異なるも 400､500nC附近の焼戻温度が適当で

ある｡つぎに1,0000Cより一端水冷して焼入性を調べる

と,水冷端より 35mInまでは硬度低下が非常に緩漫で

本鋼の焼入性の大なることがわかる｡したがってかなり

大物の焼入が可能である｡

次に 8mm丸×80mmの試料を950～1,0500cに油

焼入後100～700ロCに焼戻して直径および長さの変形

を渕遷した｡各焼入温度とも直径の変形率ほ焼戻温度

400〔c まではとんど変らず,500`'Cの焼戻温度でやや小

さくなり,5500c以上焼戻温度の高くなるにしたがって

変形率はしだいに大きくなる｡しかして各焼戻温度を適
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じ9500c焼入の場合がもつとも大きい変形率を示す｡長

さの変形率ほ焼戻温度4000cまで直径の変形率とほぼ同

様の傾向を示すが焼戻

す｡

度 5000C 以上でほ負の値を示

形率の一例を示すと次のごとくである｡1,0000C

油焼入の場合直径で0.14%,長さで0.055%,400dc焼

戻の場合直径で0.14%,長さで0.05%で小さい変形率

を示す｡次に平行部 7mm 丸の高温抗張 鹸片を製作

し,1,0000C に油焼入後 400ロC に焼戻して後,100～

5000cの温度における高温機械的性質を測慶した｡その

結果を弟4る図に示す｡抗張力は試験温度の高くなるに

したがって小さくなり,伸びおよび絞りほ試験温度の高

くなるにしたがって次第に大きくなる｡衝撃値は試験

温度 30げC まで増大し 4000c で一度減少し,5000C

で再び増大する｡図にみられるごとく衝撃値は常温で

2kgm/cm2を示しほかの工具鋼に比しかなり大きい衝

撃値を示す｡

舶用ディーゼルバルブの製作

耐熱鋼の趨勢は漸次高級化して,特殊耐熱合金へと急

速に発達しつつあり,安来工場でもこれについて研究を

完成し,試作段階を経て生産へ移行し,常に斯界に第一

歩を先じている｡これらとともに,普通耐熱鋼による大

型鍛造品の要望がふえつつあり,耐 鋼第四種の舶用デ

イーゼルエンジンの大型バルブを多数生産した｡

本バルブは,オーステナイト系耐

分は次のごとくである｡

鋼で,その代学成

弟7表の成分よりわかるごとく,普通耐熱鋼とはいえ

相当に作業困難なる鋼種である｡しかも大型鋼塊の造塊

に困難なる条件があり,弟47図および第48図のごと

く,重量的にも,寸度的にも大きく,技術的結集を必要

とするものである｡

1偶の重量は約8.42kgで,鍛 と,仕上り品ほそ

れぞれ弟49囲および第50図の写真で示されるごとくで

ある｡

策49図の鍛

のものである｡

品の写真中,右端の一本は試験片付き

製造工程を略記すれば,鋼塊をハンマで150mm角に

分塊し,表面庇取りを十分に行って,しかる後再びハソ

マで140mm¢に仕上げたものを 材として,材取りを

行った｡粗火道りによって捏都鍛仲仕上げの後,プレス

による頭部傘型の塾入れ仕上げを行って作業したもの

で,特に鋼塊を分塊し,材破り後の丸仕上などは,その

温度,および打撃要領によって庇発生の度合を左右する

ことがきわめて敏感であって,特に初晶破壊までの技術

に細心の注意を必要とする｡

さらに頭部の型込め作

業中の再加

においては,ネック部に,作

による結晶粒の粗大化が起りやすく,細心

の注意と加熱要領によって粗大化を防止すべく最大の努

第39巻 第1号

第7表 試 料 の 化 学 成 分
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第47図 舶用ディーゼルバルブ仕上寸法図
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第48図 舶用ディーゼルバルブの鍛造寸法図

第49図 舶用ディーゼル/ミルブの鍛造品の一部

第5∩図 舶用ディーゼルバルブの仕上品の一部



鉄 鋼

力を払った｡

上記は耐熱鋼第四程による大型バルブについての紹介

であるが,これは逐次大型鍛造品へ移向して行く一例で

あり,安来工場では普通耐 鋼ほもちろんのことながら,

高級耐熱鋼による鍛造品,および大型鍛造品,精密鍛造

品など,より優秀なものへと逐次生

チッバーナイ7の実用試験成績

を進めている｡

パルプ工業に使用されるチッバーナイフはその耐久性

の良否が直ちに生産能

部品である｡

日立安

を左右するためきわめて 要な

ハガネで製作されたチッバーナイブは優良厭

料と特殊元素を配合し年越し 一法鋼 した品質管

理のもとに製作されたものである｡とくに熱処理につい

ては使用にあたって取付部ならびに匁先の受ける 条件

を十分吟味して施されておるので,切昧はもちろん靭性

に富み耐磨耗性きわめて大きく高度の衝撃に耐えうるナ

イフとして 界に好評を博しておる｡

今回某著名パルプ工場において日立安

国製品および国内他社

れたので,これが成

(1)試験条件

(A)使用機械

製品と有名外

品との性能比校実地試験が行わ

を報告する｡

使用機械は72吋サムナー塾チッパーで主な仕様

は第8表の通りである｡

(B)試験方法

試験に供した木材は平均径3.5寸,長さ3.3尺

の赤檜である｡

試験ほ第1川,第2回にわけて実施した｡第1回ほ外

国S社製と組合せ使用し,その後第2凹は国内某社製と

組合せ比較を行った｡なお1回の

日間とした｡

験期間ほおのおの5

ナイフの観度はショアー硬度計で測定しその値は第9

衷の通りである｡また匁先より 30,50,70mmの位置

でおのおの3箇所測定し平均値とした(第51図参照)｡

硬度は外国S社 に比し若干低目であるが大

は硬度に相当変動がある｡

験成績

ない｡

チッバーナイフの成績ほ一般に損耗量でいわれる｡

今回の 験は使用回数5回,各回おのおの5日間とし

各社製4枚の平均値より各社の成 を比較してみると

弟10,1】表の通りである｡これらの成績を総合すれ

ば

(A)チップ100石当り損耗量から推して第1,2川

組合せで外閂S社製平均0.17mmに対し日立

安来製は0･18mmで大差ない｡第4同組合せ

でも日立安来製0.35mmに対し 内某社 は

0･43mmで日立安来製の方がきわめて優秀で
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第8表 72吋サムナー型チッパーの仕様
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第9表 チッノミーーナイフ硬度測定値(H.S)
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第51図 サムナー塑チッバーナイフの図

第10表 1回1杖当り損耗量(mm)

第11衰 チップ100石当り損耗量(mm)

ある｡

なお損耗量は原木の状況および使用するに従

っていずれの製品でも幾分損耗量は増加の傾向

がある｡

(B)チップサイズならびに切味は外国S社製と変

らず国内某社製にくらべ良好であり特に過少サ

イズが少く切味の良さを示す｡

(C)価格は国内他社製とやや同様であるが外

社製に比し約半額であるから日立安来チッバー

ナイフの使用により原価の低減がきわめて大き

い｡

以上の通り外国S社製に比較してその成績は同等でか

つ価格において非常に有利である｡この日立安来チッバ

ーナイフは現在著名パルプ工場数杜に納入しパルプの増

産に大きな役割を果している｡




